　　　　　　　　　　　　　　　設立趣旨書

現在、大学や高専における多くの学生が、宇宙への夢をいだいてロケットや衛星を手作りし、実際に打ち上げる活動を始めています。机上の理論、計算やシミュレーションだけでなく、実際にものを作り、それをもって宇宙に挑戦することは、計り知れない教育的効果があります。学生は、時には失敗に終わるプロジェクトの中で、ロケットや衛星に必要な技術の習得のみならず、国際協力、プロジェクトマネジメント、チームワーク、技術の統合など、宇宙開発だけでなく他分野にもつながる様々な素養を身につけると同時に、物作りの厳しさと喜びを体験することができます。
これは、新しいタイプの宇宙開発への試みでもあります。様々な分野の情熱にあふれた学生の手で、新しい技術やミッションの創成を試行錯誤的に進めることにより、従来の国主導の宇宙開発とは根本的に異なる手作りの宇宙開発を目指す活動でもあります。また、このような活動を通して宇宙を身近なものにすることにより、社会に根ざした宇宙利用、一般の人も参加できる宇宙開発の道を開き、また、力をつけた大学や高専から、宇宙ベンチャー企業や本格的な宇宙科学に貢献するグループが生まれることも期待できます。実際に欧米では大学や大学発祥のベンチャー企業が宇宙機関や他の国にまで衛星を提供する例も見られ、それが宇宙開発の活性化につながっています。宇宙開発のプレーヤーは、国の機関や大手企業だけではないのです。
このような活動の中で最も大事な部分は「実践」というところです。つまり、実際に衛星やロケットを作り、打ち上げてこそ、上記のような効果が期待できます。しかし、大学や高専が「実践」を進めるためには一グループでは解決できない、多くの障壁があります。資金的な面はもちろんのこと、周波数や打ち上げ手段・打ち上げ場所の確保、地上試験設備や特殊技術、国際協力など、活動の円滑な進展をサポートするインフラストラクチャを整備していくことが必須です。また、社会にこのような活動を広く認知させていくことにより、宇宙開発を一般の人の身近なものとし、その結果としてより多くの人の協力を得ることも可能になるでしょう。
特定非営利法人「大学宇宙工学コンソーシアム（UNISEC）」は、このような目的を持って作られたものです。実際に手作りの活動を進める大学・高専のグループだけでなく、この活動に共鳴し支援したい、あるいは実際に参加したいと思う人々の協働で、上記の「実践」をサポートするインフラを整備すると同時に、手作りロケット・衛星の活動を一つの題材として、宇宙開発を社会に広め、時代を担う人の社会教育に供する活動を行います。具体的な活動の内容としては、以下のものがあります。
（１）大学・高専などにおける宇宙工学に関する研究・開発プロジェクトに対する技術指導、設備や機器類の貸与、共同開発・共同購入の斡旋などの支援事業
（２）衛星・ロケット打ち上げ、および実験のコーディネーション事業
（３）実験に必要な周波数を取得する手続き代行や国際的調整に関わる事業
（４）国内外の大学・高専間の宇宙工学関連の情報交流促進事業
（５）ワークショップ、講演会、講習会の開催
（６）宇宙工学分野における調査研究開発事業
（７）教育キットの販売や出版事業を通しての啓蒙事業
（８）宇宙工学を題材としたコンテストなどのイベント企画運営事業
（９）一般の人の宇宙への興味を喚起するための物品販売などの普及事業

上述の各活動は、従来の学会の一部、あるいは任意団体として活動しても、ある程度は実施できるとも考えられます。しかし、独立の法人格を持つことにより、社会的責任を明確にし、事業の継続性を担保できるようになるため、国や企業、他の非営利団体からの受託研究や寄付を受けることも可能になり、国際的な活動もしやすくなります。この活動において、社会への貢献をより大きなものにするためには、法人格が必要であると判断し、このたび特定非営利活動法人を設立することにいたしました。
平成１４年　９月　１日
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